
こんなところに機械工学
（東海学生会）

　東海学生会では，各会員校の学生，
顧問の先生のご協力をいただき，例年
十数件の「メカライフ世界展」を行っ
ている．小中学生から一般の方までを
広く対象としていて，機械（メカ）の
仕組みに触れていただくというもので
ある．今回は 2009 年度において実
施された中から，岐阜工業高等専門学
校で行われた「こんなところに機械工
学」についてご紹介する．
　機械工学の基礎的な分野として，熱
力学・流体力学・材料学・材料力学・
振動学・設計といったものがある．そ
れぞれが難しい学問分野であるが，こ
れをわかりやすく説明するために，機
械工学科の学生が工夫を凝らした．
テーマとしては，身近な「水の沸騰温
度」，「エアコンのしくみ」，「構造物の
免震」等を扱い，学生がモデルを苦心
して考え，ご来場の方々に説明した．
　まず「水の沸騰温度」であるが，水
が 100℃で沸騰することは常識なの
であろうか？　簡単な実験により常識
ではないことを確認してもらった．フ
ラスコに水が入っている．フラスコに
はゴム栓がしてあり，この栓を通して
温度計と排気用の管が挿入してある．
水温は 25℃，大気圧ではもちろんな
んら変化はないが，バキュームポンプ
によりフラスコ内の圧力を下げていく
と，水は沸騰を始める．中学生が不思

議な面持ちでこの様子を観察していた．
　どの家庭にも設置してある冷蔵庫や
エアコンであるが，その冷却の仕組み
について知る人はほとんどいない．「エ
アコンのしくみ」では，キットを使用
して，液体から気体への変化を上手に
利用して温度を下げることができるこ
とを説明した．暑い日で，わずかな冷
風に手をかざす人が多く見られた．
　「構造物の免震」では，2 棟のビル
が並んだ模型を使用して，免震の効果
を理解してもらった．1 棟は基板に載
せただけ，もう 1 棟は免震構造を付
加してある．台が振動すると，免震構
造を付加したビルは，見事に振動を緩
和しており，大地震到来が懸念される
昨今，とくに一般の方々に興味を持っ
ていただいた．
　また，公開実験として「金属材料の
引張試験」と「模型ロケットの飛行実
験」を行った．
　「金属材料の引張試験」であるが，
引張試験の準備段階では，学生が試験
片の加工を行った．NC 旋盤による加
工で，高専の機械工学科学生の得意と
するものである．材料は炭素鋼とジュ
ラルミンを使用した．当日は「金属材
料を引きちぎる」という，日常では体
験できない実験で，多くの中学生と保
護者の方々が見学された．丈夫な金属
もずいぶんと伸びること，破断する直
前に砂時計のようにくびれることを非
常に興味深く観察しておられた．また，
くびれた箇所を触ってもらい，塑性変
形時に熱が発生することも実体験して

いただいた．破断時の大きな音に一同
びっくり，非常に印象に残る実験で
あったようである（図1）．
　「模型ロケットの飛行実験」では，
ロケットの飛行の原理を理解していた
だくため，この実験を行った．ロケッ
トは燃料の燃焼ガスの噴出により推力
を得るが，本実験も原理的には同様で，
ペットボトルで作製した模型ロケット
内に，霧吹きでアルコールを充填し，
吹き出し口で点火すると，燃焼により
飛行する．今回はワイヤに沿って飛行
させた．ペットボトルロケットといえ
ば，水の噴出による打ち上げが一般的
であるが，この実験は実際のロケット
のように燃焼による飛行で，「かっこ
いい」との声が聞かれた．
　多くの方にご来場いただき，企画・
展示全般は大変好評で盛況のうちに終
わった．このような機会は学生にとっ
ても，初めての方に説明するという点
で，説明する力，プレゼンテーション
の力をつけていくのにも大変よい機会
であったと思う．普段の授業のときと
は違った緊張感があるようであった
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図 1　引張試験の様子



が，学生たちは意欲的に取り組んでい
た．
　私たちの周りには「機械」が満ちあ
ふれている．実際にその仕組みを「見
て・触れて・知る」ことのできる，こ
のような「メカライフの世界展」を通
じて，多くの方々に機械のすばらしさ，
感動を共有していただき，「機械工学」
を志すきっかけとなれば幸いである．
　メカライフの世界展を実施するに当
たり，多くの学生，先生方にご協力いただきました．ここに記して，感謝の意とさせていただきます．

〔豊田工業大学　大学院工学研究科　
准教授　熊谷慎也，岐阜工業高等専門学校　機械工学科　教授　小栗久和〕

第47回全国学生研修会報告
（関東学生会）

　2009 年度の研修会は，関東支部
が担当し，8 月 5 日から 7 日までの
2 泊 3 日の日程で，東京都羽田地区，
茨城県日立・東海地区，筑波地区で開
催した．学生 41 名，学生員委員会委
員 10 名の総勢 51 名の参加者があ
り，過去 10 年間では最大の参加人数
であった．
　初日は，羽田空港（東京国際空港）
近くの東京モノレール新整備駅に集合
し，（株）日本航空の機体整備工場に
お邪魔した．格納庫で，機体整備につ
いて解説を受けながら，高い位置にあ
る見学デッキからだけでなく，滑走路
に隣接する整備フロアに降りて，整備
中や滑走路に離着陸する航空機を間近
から見学することができた．
　その後，羽田空港の新しい 4 本目
の滑走路（D 滑走路）工事現場を見
学するために設けられた展望施設に移
動し，工事概要の説明を受けた．また，
展望台から，多摩川の流れを妨げない
ために，一部桟橋構造となった巨大な
人工島建設現場を確認した．見学終了
後，宿泊地であるつくば市の筑波研修
センターに移動し，学生員委員会を開

き，夕食後は，懇親会を開催した．
　2 日目午前中は，（独）日本原子力
研究開発機構と（独）高エネルギー加
速器研究機構が共同で建設，運営を
行っている大強度陽子加速器施設 J－
PARK（Japan Proton Accelerator 
Research Complex）を見学した．
世界最高クラスの大強度陽子ビームを
生成するリニアック，3GeV および
50GeV のシンクロトロンからなる加
速器と，その大強度陽子ビームを生
命・物資科学，原子核素粒子研究など
に利用する実験施設から構成されてい
る．当日，幸運なことに，夏期定期点
検中のため，地下に設置された周長約
1 600m の 50GeV シンクロトロン
の精密に設置された電磁石を，間近で
見学することができた（図1）．
　午後からは，2007 年に原子力発
電開発と保守サービスを目的に設立さ
れた日立 GE ニュークリア・エナジー

（株）の臨海工場を訪問し，原子炉制
御棒や原子炉圧力容器などを製造する
精機工場，大型製缶工場を見学した．
その後，（株）日立製作所の海岸工場
に移動し，日立の創業時の歴史を記録
した小平記念館を訪れたあと，タービ
ン工場で巨大なタービンの組み立て作
業などを見学した．
　筑波研修センターにもどり，夕方は，
第 87 期委員長校会が開催され，明治
大学の滝澤友香里さんの司会により，
学生会運営活動の活性化のための意見
交換がなされた．また，初日に引き続
き，学生員委員会では，今後の全国学
生研修会のあり方が議論された．その
後の懇親会では，学生，教員間の活発
な交流がはかられた．
　3 日目は，（独）宇宙航空研究開発
機構（JAXA）の筑波宇宙センターの
見学を行った（図2）．日本人宇宙飛
行士の長期滞在で話題となった国際宇
宙ステーションのきぼう日本実験棟
や，宇宙ステーション補給機（HTV）
などの実物大の試験設備を見学するこ
とができた．最終日の昼食後，筑波大
学大学院の山海嘉之教授の研究成果で

ある，生体電位信号を検出し，パワー
ユニットを制御して，装着者の筋肉の
動きと一体的に関節を動かすロボット
スーツ HAL などが展示，実演されて
おり，一部体験も可能な，サイバーダ
インスタジオを訪問した．
　その後，バスにより東京駅へ移動し，
道路事情により，多少バスの到着が遅
れたため，飛行機の出発時間が迫り，
ご心配をかけた参加者もいたが，全員
無事に研修を終えることができた．参
加学生員諸君にとって有意義で，記憶
に残る会であったことを期待する．
　最後に，本研修会でお世話になった
日本航空機体整備工場，D 滑走路工
事現場展望施設，J－PARK，日立 GE
ニュークリア・エナジー，JAXA 筑
波宇宙センター．サイバーダインスタ
ジオの皆様，また，研修会にご参加い
ただいた皆様，さらに，学生員の参加
を支援していただいた日本機械学会各
支部の皆様に深く感謝いたします．

〔東京工業大学　精密工学研究所　准
教授　進士忠彦〕

985日本機械学会誌　2009. 12　Vol. 112  No.1093

─ 47 ─

図 1　 J－PARK　50GeV シンクロトロン
電磁石

図 2　 JAXA 筑波宇宙センターでの集合
写真


